
大規模な疎（スパース）行列問題に対しては反復法が有効
連立一次方程式に対しては、ヤコビ（Jacobi）法やガウス・ザイデル（Gauss-Seidel）法、
SOR法といった定常反復法が有名

どのように解を更新するか、アルゴリズムが決め手
クリロフ部分空間の構成
■正方行列　　　          と初期残差　　　　　　　  からクリロフ部分空間

　を構成します
クリロフ部分空間での解の構成

■一般化最小残差法（generalized minimal residual， GMRES）

■共役勾配法[最小二乗問題向け]（conjugate gradient least squares ，CGLS）

前処理による収束の加速
■前処理行列     を用いて、元の問題と等価な、解きやすい問題にして収束を速くする

数値実験例
■問題によっては、提案法NR-SOR内部反復前処理付きBA-GMRES は従来法の
40倍以上の高速化を達成しました

劣決定最小二乗問題に対する前処理付きクリロフ部分空間法

概要

反復法
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最小二乗問題

を解く計算手法の性質

・最小二乗問題を解く計算手法の開発
　-高速に・正確に・効率良く
・手法の理論的性質の解明
・アルゴリズムの実装
・数値実験による検証

■大規模な最小二乗問題を解く要請は、統計・工学・信号／画像処理・制御・最適化等といった様々な応用で生
じます。
■反復法は近似解を更新して真の解に収束させますが、問題の条件が悪いと収束が遅くなります。反復法の収
束を速めるため、我々は効率的な前処理法を開発しました。

■この手法は定常反復法を用い、内部反復前処理と呼ばれ、従来の手法と比べて計算時間および記憶量の改
善を実現しました。

■さらに、劣決定問題に対するクリロフ部分空間法の性質を検討しました。
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